


Serambi （2009.11.09 掲載）

写真下：

アチェの子どもたちの笑顔の傘で青少年赤十字の子どもたちが元気さ(merry)を

発信しました。

PLTDアプン、プンエブランチュツ、バンダアチェ１１月８日（日）に行った

プロジェクトは日本のMerry ProjectからPMIとコラボしたプロジェクトです。 

３pの記事：

アチェの子どもたちの元気さがPLTDアプンから発信

バンダアチェ　ー　アチェの子どもたちの元気(merry)な笑顔がPLTDカパルアプン、

プンエブランチュツ、ジャヤバル、バンダアチェで展示されました。

アチェの子どもたちの元気さは津波の５年後に笑顔になれるようになった証です。

このプロジェクトは日本のMERRY PROJECTから

アチェのPMIとコラボしたプロジェクトです。

Merry Projectの水谷孝次さん言ったのは、

笑顔とMerry（元気さ）が津波の５年後のアチェの子どもたちの顔から見えます。

そのあと、アチェの子どもたちの元気さは永遠の平和になって世界へ発信。

「この子どもたちは良い教育、緑なアチェ、永遠の平和を希望しています。

本当に嬉しいです。」、水谷孝次さんが言いました。

Merry Project とは笑顔を世界共通言語として発信している

プロジェクトと説明していただきました。

そのメッセージはアチェの津波の後に頑張って生きていて、

笑顔の子どもたちが代表になるように希望しています。

「２５カ国から、３万人の子どもの笑顔をユニバーサルな笑顔に掲載しました。

子どもたちの笑顔は世界へ通信してアチェの津波の後の元気さを見せていきます。」と

孝次さん（インドネシアで普通はファーストネームで呼びます。

 指名のある人はそんなに多くないからです。）が言いました。

孝次さんにとってはアチェ、特にバンダアチェはMerryな街で優しい街です。

PMIのスタッフ、イデゥルスハヤトが言ったのは子どもたちの

Merryを世界に発信してくれる人々がいることにすごく誇りを感じます。

今回のイベントに１００人の青少年赤十字の子どもたちが参加してくれたそうです。

スイスの赤十字からカトリンさんと

バンダアチェの赤十字の幹部カマールザマンハクニも

この１００人の子どもが傘とともに笑顔してくれたイベントに参加していただきました。
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